
第 4章 参考資料

1 これまでの取り組み

（ 1 ）ＦＭ委員会

平成27年度に津山市執行機関の付属機関設置条例（昭和62年津山市条例第24号）第4条の規定に基づ

き、津山市ファシリティマネジメント委員会を組織した。15 人以内の委員により組織し、公共施設の総合的かつ

計画的な管理に関し、市長の諮問に応じて審議し、その結果を市長に答申するとともに、必要な助言及び調

査を行うもの。

○過去の答申及び提言

・平成 27 年度

津山市公共施設マネジメント基本方針について

・平成 28 年度

加茂支所庁舎の耐震化および周辺施設との複合化に

ついて

・平成 29 年度

津山市公共施設再編基本計画について

・平成 30 年度

市営プールの今後のあり方について

・令和元年度

低未利用公有資産の利活用策について



（ 2 ）民間提案制度

民間事業者等から本市の施策や公共施設等の運営及びマネジメントに大きく貢献し、または財政コス

トの軽減化に繋がる提案を募集するために令和元年度より津山市版民間提案制度を創設した。特色は民

間事業者のアイディアを知的財産として扱い、随意契約を前提と制度となっている。

○令和元年度採択事業

実施例

①おしゃべり自販機による津山市の魅力向上・地域貢献事業(ﾀﾞｲﾄﾞｰｳｴｽﾄﾍﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ)

②複合施設たかたようちえん（ﾊﾟﾝの店 IKEPAN）



○令和 2年度採択事業

（ 3 ）津山市トライアル ・ サウンディング

トライアル・サウンディングは現在の津山市による運営では、そのポテンシャルを活かせないまま、収

益性の乏しい場所を実施の対象としている。ポテンシャル及び魅力を最大限に引き出すため、民間活

力導入による公園等の有効活用を検討している。検討するにあたり、民間事業者の優れたアイデア・ノ

ウハウを、実際に暫定利用してもらい、従来の「対話」を通じた市場調査プロセスを兼ねる「トライアル・

サウンディング」を実施し、公民連携を推進していくもの。

○グリーンヒルズ津山

・芝生ヨガ及びかけっこ教室

・プレーパーク

・ダンスフィットネスイベント

○津山市庁舎正面玄関前

・豆腐類の移動販売

・スムージー等の移動販売

○阿波地域の公共施設

・実績無し



（ 4 ）津山市公共施設長寿命化等推進基金（FM 基金）

津山市公共施設マネジメント基本方針を受け、公共施設の適正な維持保全と長寿命化を推進する

ための財源とし、以下の（1）～（6）を基本的な目的として運用する基金。

（1）公共施設の質の確保

（2）長寿命化によるコストの削減

（3）各年度の支出の平準化

（4）情報の一元化

（5）面積総量の縮減

（6）専門技師による点検と査定

技術職員の配置がない施設担当課による施設の維持・保全では、施設の状態を正確に把握する

ことが難しいため、専門技師（建築技師や電気技師）の点検や現地調査をし、優先順位をつけ適切な

内容・タイミングでの改修・修繕を実施するもの。

（ 5 ）旧苅田家付属町家群コンセッション事業

津山市城東地区内にある古民家を改修し、一棟貸しの宿泊施設としてリノベーションするもので、津山

市初の PFI 事業。令和 2年 7 月宿泊施設としての運営を開始。

コンセッション方式とは、土地と施設の所有権を津山市に残したまま、一定期間における公共施設の運

営・維持・整備等を行う権利（運営権）を民間企業に与えるもので、PFI 法で認められた施設運営方式であ

る。民間事業者にとっては、運営期間が指定管理者制度では通常 5年間のところ、20 年、30 年という長

期の事業契約を結ぶことができ、資金調達から採算ベースに乗せ利益を上げるまでの見通しを描きや

すく、かつ、利用料金なども自由に設定できることから、公民双方に WIN-WIN の手法である。

（ 6 ）ＦＭ関連研修及びセミナー

○公共施設等を取り巻く環境と生きる手段としてのＰＰＰ／ＰＦＩ

講師：寺沢弘樹氏（日本ＰＦＩ・ＰＰＰ協会 業務部長）

○建築物の断熱と地域再生について

建物の断熱セミナー、津山立西小学校の 1教室を対象にして断熱ワークショップ

講師：竹内昌義氏（東北芸術工科大学 建築・環境デザイン学科 教授）



（ 7 ）公共施設管理者向け点検マニュアル

本マニュアルは、施設点検について外部業者や専門技師でなくても、施設管理者が日常的にチェックでき

る点検項目を集め取りまとめたものとなっています。本マニュアルを各施設所管課にて積極的に活用し、大

切な公共の財産を適切に保全し、市民共有の財産としての公共施設が常に良好な状態に維持され、効率的に

運用されるよう、津山市一丸となって取り組んでいます。

また、これまで 3回のバージョンアップを行っており、知って得する建物のいろいろコラムも充実しておりま

すので、ぜひご一読ください。

（ 8 ）つやまＦＭだより（創刊号～第 24号）

◎つやまＦＭだよりについて

つやまＦＭだよりとは、財産活用課が発行しているＰＰＰ・ＦＭの情報をまとめた庁内新聞です。つやまＦＭ

だよりの目的は、財産活用課の行っていることを他部署の津山市職員へ知ってもらい、ＰＰＰ・ＦＭへの啓発・

ＰＲを行うものです。新聞記事のネタ集めは財産活用課メンバー全員で行い、毎月の発行をおこなっていま

す。

このつやまFMだよりは、職員用電子掲示板で周知するほか、エレベーター内の掲示スペースなどを利用

しての普及活動をおこなっています。

（次ページより、つやまＦＭだよりの創刊号～第 24 号を添付しています）
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津山市 財産活用課

公共施設 管理者向け 点検マニュアル
 

～いつまでも安全で快適な施設の維持に向けて～

　点検マニュアルの見方

部位 点検内容 参考写真（説明コメント）
ワンポイント
アドバイス

備考

屋根・屋上 屋上の排水口（ルーフドレン）の周囲に
土砂、ゴミの堆積がないか、雑草は生え
ていないか。

■排水口（ルーフドレン）の周囲
は、元々低いレベルに設定されてい
るため、土砂等が溜まりやすい構造
となっており、そのままにしておく
と、排水不良を引き起こし、屋上が
プールになってしまう場合がありま
す。

屋上への登り降りが危
険な場合、点検は無理
のない範囲で行ってく
ださい。

このマニュアル内の参考写真は、全て津山市の公

共施設で、実際に発生している事例です。

他人事と思わず、日頃から点検を行い、少しでも不

具合を解消しましょう。

不具合が起きている事例の写真と、コメントを掲載し

ています。

悪い事例を中心に掲載しているので、写真のような

状態になっている場合は、放置せず改善に努めま

しょう。自分たちでできること（清掃等）は、積極的に

行ってください。

点検の部位とチェック内容を記載しています。

点検する際に、注意すること

などを記載しています。

排水口周りは、もともと

土砂等が溜まりやすい構

造となっています。

補足事項です。

ランニング

コスト

建物のライフサイクルコストのイメージ

　コラム　～知って得する建物のいろいろ～ ① 鉄筋コンクリートのしくみと爆裂現象　

　建物の基礎や壁、柱などに使用される「コンクリート」ですが、強くて固くて火にも強い大変優秀な材料です。しかしその「コンクリート」にも大きな弱点が

あります。それは「引張力」に弱いという性質です。判り易くいえば、押したり叩いたりしてもビクともしないのですが、引っ張ると簡単にポキッと割れてしま

うという性質です。この「コンクリート」の弱点を補っているのが「鉄筋」なのです。「鉄筋」は棒状の鉄ですが、押すと曲がるし、火にも弱いのですが、引っ

張る力には強い性質を持っています。こうして互いの弱点を補うようにして組み合わされたのが「鉄筋コンクリート」なのです。

　力学的な弱点を補うため、互いに組み合わされた「鉄筋コンクリート」ですが、この組合せには、もう一つ大きな利点があります。皆さんもご承知のように鉄

は酸化すると錆びてしまいます。しかし「コンクリート」はカルシウムを主成分とした強いアルカリの性質を持っています。このため「コンクリート」に覆われ

た「鉄筋」は酸化から守られ錆びないのです。しかし、コンクリートも風雨に長年さらされると、表面から徐々に中性化が進んでいきます。そうなると「コンク

リート」は内部の「鉄筋」を酸化から守れなくなってしまいます。アルカリを失った「コンクリート」にひび割れなどから雨水が侵入してしまうと「鉄筋」は錆

びてしまいます。鉄は錆びると膨らみます。錆びて膨らんだ「鉄筋」が「コンクリート」を押し出して破壊してしまう現象を「爆裂現象」と言います。「コンク

リート」と「鉄筋」が互いに傷つけあってしまう状態となった「爆裂現象」は「鉄筋コンクリート」の老朽化を示す現象の一つです。

コンクリートの中性化により鉄筋に錆が！　「爆裂現象」のメカニズム
爆裂現象の事例

点検マニュアルの内容
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